











































































































































































DieAufgabe,dasIndividuum vonseinem ungebildetenStandpunkteauszum Wissenzu



















































































Manner beschaftigte,zu Kenntnissen,Ubungen und selbst Spielen des Knabenalters
herabgesunken
1 so...herabgesunken］wiewirinAnsehungderKenntnissedas,wasinfruhernZeitalternden























































































































































































































1 Dasein… umzukehren.］DaseinindasAnsichsein,sondernnurdasAnsichindieForm des
Fursichseinsumzukehren,
したがって，もはや〔個人（個体）の〕生活そのものを自

体

存

在

の形式に変えてかかる必要はない。
文学部紀要 第74号32
むしろ，ただ原初的でもなく，ただ生活へ沈潜することでももはやなく，すでに思い出されるものとし
て内

面

化

さ

れ

た

自体的なものを，対

自

的

存

在

の形式に転換するべきなのである。
解 ここから，『精神現象学』は，古代哲学の観想によって素朴な生活に無関与となり，それを
内面化した点から出発する。内面化された実体を想い起こすことが対自存在への転換である。
 それは，実体の自覚作業の詳述である。
DieArtdiesesTunsistnaheranzugeben.
1 Die… anzugeben.］dessenArtnaherzubestimmenist.
この作業がどのようになされるかを，もう少し詳しくのべなければならない。
解 この作業とは，実体の内面化と内面化された実体を想い起こすことである。
GW:GeorgWilhelm Hegel,GesammelteWerkeinVerbindungmitderDeutschenForschungsgemeinschaft.
Hrsg.v.derRheinisch-WestfalischenAkademiederWissenschaften.FelixMeinerVerlag,Hamburg,
1968ff.（GW の後に巻数と頁数を記してある）
Phan.:G.W.F.Hegel,PhanomenologiedesGeistes（1807）.Hrsg.v.H.F.Wesselsu.H.Clairmont,FelixMeiner
Verlag,Hamburg,1988.
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